
①80歳代、脳梗塞疑いのため緊急入院した患者。
②脳梗塞の既往あり。自宅では家族と同じ食事を自己摂取していた。1か月前まで食事に
よるむせがあったが、入院時は情報を把握していなかった。受診時JCSⅠ-1。手のしび
れや構音障害あり、座位保持困難。
③本人へ確認し、常食と入力。
④初回食で常食を提供。体位をリクライニング位とし、スプーンを準備し、食事をセッ
ティング。食器を持つ手が不安定で、摂食ペースが速く、むせあり。約15分後、痰が絡
むような音と咳込みあり。介助者が中座し、5分後に戻ると咳払いし苦悶していた。口腔
内の食物を用手除去し、背部叩打するが、呼吸停止。病棟内に応援を要請し、吸引、用
手で4cmほどの食塊を除去したが、約1時間後に死亡。
⑤死因は、窒息。解剖無、死亡時画像診断（Ai）有。

＜事例概要＞
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